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師
団
長
統
率
方
針

い
か
な
る
任
務
も

完
遂
し
う
る
強
靭
な

第
６
師
団
の
創
造

令
和
５
年
度

秋
季
演
習
場
統
一
整
備

第
６
師
団

たくさんの応募お待ちしております。

第
６
師
団
は
、
10
月
23
日
か

ら
31
日
ま
で
の
間
、
白
河
布
引

山
演
習
場
及
び
王
城
寺
原
演
習

場
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
秋

季
演
習
場
統
一
整
備
を
実
施
し

ま
し
た
。

第
６
師
団
は
、
白
河
布
引
山

演
習
場
の
整
備
を
担
任
・
実
施

す
る
と
と
も
に
、
王
城
寺
原
演

習
場
の
整
備
を
担
任
・
実
施
す

る
第
２
施
設
団
を
支
援
し
ま
し

た
。整

備
は
、
演
習
場
内
の
部
隊

活
動
地
域
を
拡
充
さ
せ
る
た
め
、

中
期
計
画
に
よ
る
未
活
用
地
域

の
間
伐
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

内
道
路
の
路
面
整
形
、
排
水
設

備
の
清
掃
、
防
火
帯
の
整
備
、

機
動
路
伐
開
、
崩
壊
箇
所
補
修

等
多
岐
に
わ
た
る
整
備
を
行
い
、

訓
練
基
盤
を
整
え
ま
し
た
。

ま
た
、
伐
木
材
の
集
積
場
で

は
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
（
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
用
ア
タ
ッ
チ
）
を
使
用
し

た
木
材
の
チ
ッ
プ
化
を
実
施
し
、

伐
採
し
た
樹
木
に
よ
り
訓
練
環

境
を
制
限
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
整
備
し
ま
し
た
。

期
間
を
通
じ
、
計
画
的
に
安

全
に
整
備
を
推
進
し
、
演
習
場

の
機
能
維
持
・
向
上
を
図
り
、

長
期
安
全
使
用
に
寄
与
し
ま
し

た
。師

団
は
中
期
計
画
に
基
づ
い

て
更
に
整
備
を
推
進
し
て
い
く

予
定
で
す
。

福
島
駐
屯
地
創
立
70
周
年
記
念
行
事

第
44
普
通
科
連
隊

福
島
駐
屯
地
（
駐
屯
地
司
令

古
庄
１
佐
）
は
、
10
月
７
日
か

ら
８
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
福

島
市
内(

福
島
駅
西
口)

及
び
福

島
駐
屯
地
に
お
い
て
「
福
島
駐

屯
地
創
立
70
周
年
記
念
行
事
」

を
挙
行
し
ま
し
た
。

７
日
は
福
島
駅
西
口
に
お
い

て
、
10
年
ぶ
り
に
市
中
パ
レ
ー

ド
行
進
（
航
空
機
・
徒
歩
・
車

両
）
及
び
、
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ

ル
演
技
を
実
施
し
ま
し
た
。

古
庄
駐
屯
地
司
令
は
、
パ
レ

ー
ド
に
先
立
ち
、
来
場
者
の
方

々
に
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も

に
、
福
島
の
更
な
る
発
展
を
祈

念
し
つ
つ
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ

福
島
」
を
合
言
葉
に
「
い

か
な
る
事
態
に
対
し
て
も
こ
れ

に
即
応
し
て
適
切
に
対
応
し
つ

つ
、
将
来
に
わ
た
り
国
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
て
い
く
」
と

述
べ
ま
し
た
。

市
中
パ
レ
ー
ド
に
は
、
県
知

事
を
始
め
と
す
る
ご
来
賓
等
、

約
２
万
人
の
来
場
者
が
見
守
る

な
か
、
Ｆ
ー
２
戦
闘
機
の
飛
行

を
皮
切
り
に
、
第
44
普
通
科
連

隊
副
連
隊
長

武
久
２
佐
の
指

揮
通
信
車
を
先
頭
に
第
６
音
楽

隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
観
閲

行
進
を
実
施
し
ま
し
た
。

福
島
駐
屯
地
が
保
有
す
る
各

種
車
両
及
び
各
市
町
村
の
ご
当

地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
第
22
即
応

機
動
連
隊(

宮
城
県
多
賀
城
市)

が
保
有
す
る
16
式
機
動
戦
闘
車

や
第
６
高
射
特
科
大
隊
（
福
島

県
郡
山
市
）
の
11
式
短
距
離
地

対
空
誘
導
弾
、
93
式
近
距
離
地

対
空
誘
導
弾
、
さ
ら
に
福
島
県

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
福

島
市
消
防
本
部
の
各
種
消
防
車

（
３
台
）
隊
友
会
な
ど
人
員
約

３
０
０
名
、
車
両
90
両
、
航
空

機
５
機
が
颯
爽
と
行
進
を
し
ま

し
た
。
沿
道
に
は
約
２
万
人
が

足
を
運
び
、
迫
力
の
あ
る
観
閲

行
進
に
「
お
ー
！｣

「
凄
い
！｣

｢

か
っ
こ
い
い
ー
！｣

「
圧
巻
だ

！
」
な
ど
の
歓
声
が
湧
い
て
い

ま
し
た
。

８
日
は
福
島
駐
屯
地
に
お
い

て
、
記
念
式
典
、
観
閲
行
進
、

音
楽
演
奏
、
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ

ル
演
技
、
格
闘
展
示
、
施
設
器

材
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
訓
練
展

示
、
装
備
品
展
示
、
体
験
搭
乗
、

美
術
品
展
示
、
ち
び
っ
こ
広
場

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

古
庄
駐
屯
地
司
令
は
記
念
式

典
に
お
い
て
、
「
駐
屯
地
創
立

70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

福
島
県
内
の
各
市
町
村
、
協
力

諸
団
体
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様

方
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご

支
援
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
『
郷
土
部
隊
』
と
し
て

の
誇
り
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
一
層
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

進
み
、
責
務
を
全
う
し
て
い
き

ま
す
。
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。観

閲
行
進
で
は
、
駐
屯
地
に

所
属
す
る
隊
員
が
一
糸
乱
れ
ぬ

堂
々
の
行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
創
部
30
周
年
を
迎
え

る
駐
屯
地
音
楽
ク
ラ
ブ
は
、
Ｙ

Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
の｢

ア
イ
ド
ル｣

な
ど
９
曲
を
演
奏
し
会
場
に
色

を
添
え
、
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル

隊
は
、
統
制
美
溢
れ
る
演
技
で

観
客
を
魅
了
し
、
式
典
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

装
備
品
展
示
で
は
、
東
北
方

面
特
科
連
隊(

福
島
県
郡
山
市)

の
１
５
５
ｍ
ｍ
榴
弾
砲
、
航
空

自
衛
隊
大
滝
根
分
屯
基
地
の
車

両
及
び
東
北
方
面
航
空
隊
（
宮

城
県
仙
台
市
）
及
び
第
６
飛
行

隊
（
山
形
県
東
根
市
）
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー(

Ｕ
Ｈ―

１
Ｊ
）
を

展
示
し
、
さ
ら
に
第
11
施
設
群

は
施
設
器
材
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
双
腕
仕
様
機
ア
ス
タ
コ

（
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｏ
）
の
２
本
の

腕
を
器
用
に
操
作
し
て
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
に
瓦
礫
を
積
載
し
撤

去
す
る
様
子
を
展
示
し
ま
し
た
。

戦
闘
訓
練
展
示
に
お
い
て
は
、

攻
撃
戦
闘
の
場
面
を
縮
小
し
、

第
44
普
通
科
連
隊
に
よ
る
一
連

の
戦
闘
行
動
や
第
11
施
設
群
の

人
員
及
び
地
雷
原
処
理
車
に
よ

る
障
害
処
理
、
１
５
５
ｍ
ｍ
榴

弾
砲
の
空
砲
射
撃
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
（
Ｕ
Ｈ
ー
１
Ｊ
）
か
ら
の

リ
ペ
リ
ン
グ
、
ド
ア
ガ
ン
射
撃

な
ど
の
迫
力
あ
る
模
擬
戦
闘
訓

練
展
示
を
披
露
し
て
、
来
場
さ

れ
た
観
客
の
方
々
か
ら
は
歓
声

と
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

駐
屯
地
は
、
過
去
最
高
と
な

る
『
約
１
万
人
』
の
来
場
者
で

大
盛
況
と
な
り
、
福
島
県
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
き

び
た
ん
」
を
は
じ
め
と
し
た
市

町
村
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

も
駆
け
付
け
、
本
行
事
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

来
場
者
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、

「
感
動
し
た
」
「
こ
ん
な
近
く

で
見
ら
れ
る
っ
て
凄
い
」
な
ど

の
声
が
聞
こ
え
、
本
行
事
を
通

じ
て
、
自
治
体
等
の
関
係
者
と

の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

自
衛
隊
に
対
す
る
地
域
の
方
々

の
信
頼
感
の
醸
成
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

(第６師団 旧Twitter）第６師団ＨＰ

隊 務 に 新 風
転出入部隊長紹介

転
出
者

陸
上
総
隊
司
令
部
運
用
部

２
等
陸
佐

久
原

才
生

（
第
６
飛
行
隊
長
）

自
衛
隊
情
報
保
全
隊
本
部
運
用
課
長

２
等
陸
佐

神
谷

修
一
郎

（
第
６
情
報
隊
長)

転
入
者

第
６
飛
行
隊
長

２
等
陸
佐

石
川

良

（
統
合
幕
僚
監
部)

第
６
情
報
隊
長

２
等
陸
佐

浅
野
目

秀
則

（
情
報
学
校)

第
６
師
団
は
11
月
21
日
、
山

形
市
民
会
館
に
お
い
て
「
第
48

回
第
６
音
楽
隊
定
期
演
奏
会
」

を
開
催
し
、
こ
の
場
を
活
用
し

て
「
令
和
５
年
度
第
６
音
楽
隊

演
奏
検
閲
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

部
内
補
助
官
に
東
北
方
面
音

楽
隊
長
（
澤
野
２
佐
）
、
部
外

補
助
官
と
し
て
元
中
央
音
楽
隊

長
で
あ
り
、
現
在
は
武
蔵
野
音

楽
大
学
講
師
で
あ
る
武
田
晃
氏

を
お
迎
え
し
、
専
門
的
な
見
地

か
ら
も
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
６
音
楽
隊
長
（
隊
長

石

村

１
尉)

の
指
揮
の
も
と
、
課

題
曲
「
平
和
へ
の
行
列
」
か
ら

始
ま
り
、
山
形
を
題
材
と
し
た

「
山
寺
に
て
奥
の
細
道
の
奥
」

交
響
詩
「
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」

な
ど
の
楽
曲
を
、
隊
員
一
人
ひ

と
り
が
心
を
込
め
て
演
奏
し
ま

し
た
。

ま
た
、
ピ
ア
ノ
演
奏
者
で
あ

る
山
科
由
樹
氏
の
ご
協
力
を
得

て
、
音
楽
表
現
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

本
演
奏
会
は
初
の
全
席
指
定

で
、
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
で
の
一

般
公
募
と
な
り
約
９
０
０
通
の

応
募
が
殺
到
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ほ
ぼ
満
員
の
約
１

０
０
０
名
の
聴
衆
が
訪
れ
、
ホ

ー
ル
に
響
き
渡
る
音
楽
隊
の
美

し
い
演
奏
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
演
奏
が
終
わ
っ
て

も
会
場
に
は
万
雷
の
拍
手
が
鳴

り
響
き
、
石
村
隊
長
は
ア
ン
コ

ー
ル
で
こ
れ
に
応
え
、
演
奏
会

は
大
盛
況
の
な
か
終
了
し
ま
し

た
。来

場
し
た
方
々
か
ら
は
「
感

動
し
ま
し
た
」
「
次
の
音
楽
ま

つ
り
が
楽
し
み
」
な
ど
賞
賛
の

言
葉
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
６
師
団
（
師
団
長

楠
見

陸
将
）
は
、
令
和
５
年
11
月
21
日
山

形
市
民
会
館
に
お
い
て
、
「
第
48
回
第
６
音
楽
隊
定
期
演
奏
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。


